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1) 現 福岡県農林水産部園芸振興課 

輸出用ツバキとツツジ苗における線虫類を対象とした 

適切な根洗い後薬剤処理の時期および養生時のミストかん水期間 
 

 

瀨戸山修仁＊・近藤孝治 1)・井樋昭宏 

 

EU 向け輸出用ツバキとツツジ苗において，根洗い後薬剤処理（根から土壌を洗い落した後薬剤処理）の時期および

根洗い後薬剤処理した後のミストかん水期間が生育に及ぼす影響を検討した。ツバキ苗は 8，10，12 月の根洗い後薬

剤処理後にミストかん水を 0， 2, 4, 8 週行ったところ，枯死株や生育不良株の発生数はいずれの処理時期において

もミストかん水期間が 4 週と 8 週で少なくなる傾向がみられた。根張り程度と新梢伸長量は 8，10，12 月の順で大き

い傾向であった。ツツジ苗の根洗い後薬剤処理時期は， 8 月処理では枯死株が発生するのに対して，12 月処理では発

生しなかった。12 月処理におけるミストかん水期間は， 4 週および 8 週で根張り程度が大きかった。したがって，ツ

バキとツツジ苗の EU 向け輸出を想定した根洗い後薬剤処理の適期は，ツバキ苗では夏季の 8 月，ツツジ苗では冬季の

12 月とし，養生のためのミストかん水期間は両樹種ともに 4 週もしくは 8 週が適すると考えられた。 

［キーワード：ミストかん水，根洗い後薬剤処理，ツバキ，ツツジ，輸出］ 

 

Appropriate Timing of Post-root-washing Chemical Treatment and Periods of Watering by Mist during Nematode Control in 
Camellia and Azalea Seedlings for Export. SETOYAMA Shuji, Kouji KONDOU and Akihiro IBI (Fukuoka Agriculture and Forest 
Research Center, Chikushino, Fukuoka 818-8549, Japan) Bull. Fukuoka Agric. For. Res. Cent. 8 : 16-22 (2022) 

We investigated the effects of post-root-washing chemical treatment (chemical treatment after washing soil off roots) and periods 
of watering by mist after post-root-washing chemical treatment on the growth of camellia and azalea seedlings for export to the 
EU. In camellia seedlings, the number of dead and stunted plants tended to decrease after 4 and 8 weeks of watering by mist during 
the treatment seasons, while the growth of roots and shoots tended to increase in the order from August to October and December. 
In azalea seedlings, the effect of chemical treatment after root washing was different between the two treatment seasons: plant 
death occurred in the August treatment, but not in the December treatment. In the December treatment, the degree of rooting was 
greater in periods of watering by mist of 4 and 8 weeks. Therefore, the best season for chemical treatment after root washing is 
August for camellia seedlings and December for azalea seedlings. The most appropriate periods of watering by mist are 4 or 8 
weeks after chemical treatment for both species. 

[Key words: Camellia japonica L, export, Rhododendron Kurume group, timing of nematode control treatment, watering by mist] 
 

緒 言 

福岡県の植木苗の出荷額は 13.8 億円（農林水産省 

2018）であり，全国 1位の産地である。中でもツバキと

ツツジ苗は出荷額が 11 百万円および 29 百万円とどちら

も全国第 2 位の主要な品目である。 

近年，樹形を仕立てた造形樹や盆栽などの植木類は，

アジアや EU など海外での需要が高まっており，樹齢が 1

～ 3 年の植木苗についても輸出量の増加が求められてい

る。一方で，植木類を輸出する際には，国内および輸出

相手国での植物検疫に合格することが必要である。検疫

における植木類の重要な対象害虫はオオハリセンチュウ

等の線虫類である。植木苗は線虫類に汚染されている可

能性がある露地ほ場や鉢で育成したものを輸出すること

が多いが，線虫類は土壌中に生息し，植物の根に寄生し

ているため，土に植えている状態での薬剤処理では完全

な防除が困難であるとの報告がある（Takeda et al. 

2015）。 

EU への輸出を想定した場合，造形樹や盆栽で開発され

ている根から土壌を洗い落とし，薬剤による根部浸漬処

理する方法（以下，根洗い後薬剤処理）（千葉県 

2012a）を行った後，有機物を含まない資材，ピートモ

スまたはココヤシ繊維を材料とした資材で未使用なもの

に植え替える必要がある（EU 2019）。しかし，近藤ら

（2017）は12月のツバキ苗の根洗い処理および根洗い後

薬剤処理の問題として，処理後 1， 4 週に蒸散速度の低

下，新梢伸長の抑制や腋芽の枯死を報告している。蒸散

速度の低下は，根洗い処理および根洗い後薬剤処理によ

り根の吸水が阻害されていることに起因すると考えら

れ，その結果，新梢伸長抑制や腋芽の枯死に至った可能

性がある。対策として，植物体と土壌表面からの蒸発散

を抑制することが必要と考えられるが，15 年生のイヌツ

ゲにおいて 5 月に根洗い後，株全体をポリシートで被覆

し遮光下で養生することにより，活着率の向上や新梢数

の増加が認められている（柴田ら 2011，千葉県 

2012b）。また，他の蒸散抑制方法の一つとしてミスト散

水がある。ミスト散水は一般的に挿し木繁殖において用

いられており，葉を濡らし気化熱により葉温の上昇を抑

制することや相対湿度を高めることで蒸散を抑制する

（樋口ら 2000）。しかし，ミスト散水が根洗い後薬剤処

理した植木苗の生育に及ぼす影響を検討した報告は認め

られない。さらに，蒸散速度は複数の常緑広葉樹におい



 

 

 

て夏は高いものの，冬は低く，季節変化があると報告さ

れている（小杉ら 1994）。したがって，季節によって根

洗い後薬剤処理の影響やミスト散水の効果が異なること

が考えられる。 

そこで本研究では，夏季から冬季における線虫防除の

ため根洗い後薬剤処理したツバキとツツジ苗の養生時の

ミストかん水が生育に及ぼす影響について明らかにし，

適切な根洗い後薬剤処理時期およびミストかん水期間に

ついて検討した。 

なお，本研究は国立研究開発法人農業・食品産業技術

総合研究機構生物系特定産業技術研究支援センターの

「革新的技術開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロジ

ェクト）」で実施した。 

 

材料および方法 

供試材料は本県で主に栽培されているツバキ「玉之浦」

（ 2～ 4 年生）およびツツジ「筑紫紅」（ 2年生）を用

いた。根洗いは水を溜めた容器に根鉢を浸し，水道ホー

スを使い水を当てながら，手で根をほぐして土を洗い流

した。根洗い後の薬剤処理は寄生性線虫であるオオハリ

センチュウに登録のある MEP 乳剤（商品名：スミパイン

®乳剤）の 500 倍希釈液に根部を 30分間浸漬した。 

処理後は pH 無調整ピートモスに炭酸苦土石灰を 2ｇ/L

施用し，pH 5.5 程度に調整した用土を充填した 3.5～ 4

号の黒色または透明の鉢に鉢上げした。肥料はエコロン

グ 100 日タイプ（N:P2O5:K2O=13: 9:11） 1.5ｇ/株を鉢上

げ直後および処理 10 週後に株元施用した。 

植え替えた苗は場内無加温鉄骨ハウス内の高さ60cmの

ベンチ上に置き，51％寒冷紗（#600，株式会社クラレ）

をベンチ上 1.5～ 2.5m の高さに被覆し，温度はなりゆ

きで管理した。ミストかん水は噴口（DN-752A-C，㈱サ

ンホープ）を用い， 6 時から 18時まで 1 時間毎に 2 分

間実施した。対照の手かん水は水道ホースにハス口

（G61 号，ZETTO）をつけ，夏季には 3 回/日，秋季～春

季には 1～ 2 回/日を目安に鉢底から流れるくらい十分

量与えた。根張り程度は根鉢表面における新根の占有割

合を 0～ 5 の 6 段階の指数で表し，根鉢表面に全く新根

が確認されなければ 0，根鉢表面の 5 割以上の面積に新

根が確認されれば 5 として評価した。 

 

試験１ 夏季に根洗い後薬剤処理したツバキおよびツツ      

ジ苗の生育にミストかん水が及ぼす影響 

ツバキおよびツツジの 2 年生 4号鉢苗（樹高ツバキ約

20～30cm，ツツジ約 30～45cm）を供試し，根洗い後薬剤

処理はツバキを 2017 年 8 月 18 日，ツツジを 8月 17 日

に行った。その後 4号鉢に鉢上げした。試験区は養生時

のかん水方法としてミストかん水区と手かん水区の 2 区

を設置した。ミストかん水期間は鉢上げ後 8 週間とし，

その後は手かん水を行った。試験規模は 1区20株とし，

そのうち生育は 10 株，根張り程度は 10 株，枯死株数は

20株調査した。 

調査は根洗い後薬剤処理前および新梢の伸長停止期に

行った。枯死株は 2018 年 6 月 17 日（ツバキ：処理後 

303 日，ツツジ：処理後 304 日），根張り程度は生育が停

止した2017年 11月 11日（ツバキ：処理後85日），11月 

7 日（ツツジ：処理後 82 日）および 2018 年 6 月 18 日

（処理後 304 日， 305 日に調査した。樹高は地際から枝

先端までの高さ，幹径は地際から 5cm の高さの幹の直径

を処理前の 2017 年 8 月 14 日および 2018 年 6 月 17 日

（ツバキ：処理後 303 日，ツツジ：処理後 304 日）に測

定し，成長量を算出した。ツバキ苗の新梢数および新梢

長は春に伸びた新梢の数および長さを 6 月 17 日（処理

後 303 日）に調査し，総新梢長はすべての新梢長の合計

値とした。ツツジ苗の新梢長については 1 株当たり生育

が中庸な新梢 10 本の長さの平均とし， 6 月 17 日（処理

後 304 日）に調査した。 

 

試験２ 冬季に根洗い後薬剤処理したツバキおよびツツ       

ジ苗の生育にミストかん水期間が及ぼす影響 

ツバキの 3 年生 4 号鉢苗（樹高約 30～45cm）および

ツツジの 2年生 4号鉢苗（樹高約25～35cm）を供試し，

根洗い後薬剤処理はツバキを 2017 年 12 月 22 日，ツツ

ジを 12 月 15 日に行った。その後，ツバキは 4 号鉢，ツ

ツジは 5 号鉢に鉢上げした。試験区は養生時のミストか

ん水期間として鉢上げ後 1 日， 2 週， 4週， 8 週，16

週，20週とする 6区を設置した。ミストかん水期間終了

後は手かん水で管理した。試験規模はツバキ苗を 1 区 14

株，ツツジ苗を 1 区 12 株とした。 

生育調査は試験 1と同様の方法で行った。枯死株数は

ミストかん水期間が 10 週を過ぎた時点の 2018 年 3 月 2

日（ツバキ：処理後 70 日，ツツジ：処理後 77 日）およ

びミストかん水終了後 1～ 2 週間経過した 5 月 18 日

（処理後 147 日， 154 日）に調査した。根張り程度は

2018 年 6 月 23 日（ツツジ：処理後 190 日），樹高およ

び幹径は根洗い後薬剤処理前の 2017年 12月 14日，およ

び 2018 年 6 月 17 日（ツツジ：処理後 184 日），新梢長

は 6月 21 日（ツツジ：処理後 188 日）に調査した。 

 

試験３ ツバキ苗における根洗い後薬剤処理時期および 

処理後のミストかん水期間が生育に及ぼす影響 

ツバキの 4 年生 4 号鉢苗（樹高約 60～70cm）を供試

し，根洗い後薬剤処理した後は 3.5 号の透明鉢に鉢上げ

し，それを 4号鉢に入れ， 2 重鉢で管理した。試験区は

根洗い後薬剤処理時期として， 8月（2018年 8月 27日），

10 月（10 月 17 日）および 12 月（12 月 17 日），ミスト

かん水期間を鉢上げ後 0 週， 2 週， 4週， 8 週とし，

根洗い後薬剤処理時期とミストかん水期間の組み合わせ

により12区を設置した。ミストかん水期間終了後は手か

ん水で管理した。試験規模は 1 区 20 株とし，そのうち

生育は 10株，根張り程度は 10株，枯死株数は 20株調査

した。 

枯死株および新梢の枯死や萎れが発生した生育不良株

は生育調査から除外した。枯死株数，生育不良株数およ



 

 

 

び新梢伸長量は 2019 年 6 月 21 日（ 8 月処理後 298 日，

10 月処理後 247 日,12 月処理後 186 日），根張り程度は 

6 月 23 日（処理後 300 日， 249 日, 188 日）に調査し

た。試験 3 において，新梢伸長量は株内の最大新梢長と

した。 

 

結 果 

試験１ 夏季に根洗い後薬剤処理したツバキおよびツツ 

 ジ苗の生育にミストかん水が及ぼす影響 

根洗い後薬剤処理したツバキ苗の生育にミストかん水

が及ぼす影響を第 1表に示す。処理後 303 日の 6 月 17

日時点において枯死株数は供試した20株のうち，ミスト

かん水区で 1株，手かん水区で 4株で試験区間に有意差

はなかった。枯死株を除き，達観調査において葉の萎凋

や枝の枯死などは見られなかった。11 月と 6 月の根張り

程度はミストかん水区で 2.3 と 3.3，手かん水区で 1.9

と 3.7 となり試験区間に有意差はなく，ミストの有無に

かかわらず 11 月から 6 月にかけて根が増加した。樹高

および幹径の成長量は，ミストかん水区でそれぞれ 

9.1cm と 1.4mm，手かん水区でそれぞれ 8.3cm と 1.1mm

で試験区間に有意差はなかった。春に伸長した新梢数お

よび新梢長はミストかん水区で 6.0 本と 8.1cm，手かん

水区で 5.6 本と 8.1cm であり，総新梢長についても

48.7cm，45.1cm で試験区間に有意差はなかった。 

根洗い後薬剤処理したツツジ苗は，いずれの試験区に

おいても処理後に枝先端の萎れや葉の下垂が発生した

（第 1図）。しかし，処理 1 週後のミストかん水区での

枝先端の萎れや葉の下垂程度は手かん水区に比べ軽度で

あり， 8 週後には回復した。一方，手かん水区は萎れが

発生した後落葉し，枯死した。 

根洗い後薬剤処理したツツジ苗の生育にミストかん水

が及ぼす影響を第 2表に示す。処理後 304 日の 6 月 17

日の時点において枯死株数は供試した20株のうち，ミス

トかん水区で 2 株，手かん水区で 11 株であり，ミスト

かん水により枯死株が有意に減少した。根張り程度は処

理後 82 日の 11月 7 日時点でミストかん水区が 4.4，手

かん水区が 4.0 で試験区間に有意差はなく，いずれも鉢

全体に根が張り，根鉢が形成されていた。翌年 6月18日

の時点では両区とも根が密に張っており，根張り程度は

いずれも 5.0 であった。幹径の成長量はミストかん水区

で 3.4cm，手かん水区で 2.3cm となり試験区間に有意差

はなかった。樹高の成長量はミストかん水区では 24.4cm

で，手かん水区の16.4cmに比べ有意に長く，新梢長につ

いてもミストかん水区が 13.7cm で，手かん水区より 

3.5cm 有意に長かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹高 幹径

（株） 11月 6月 （cm） （mm） （本） （cm） （cm）

ミストかん水 1 2.3 3.3 9.1 1.4 6.0 8.1 48.7

手かん水 4 1.9 3.7 8.3 1.1 5.6 8.1 45.1

検定
4) n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.

新梢長 総新梢長新梢数
試験区

成長量3)
枯死
株数

根張り程度

第１表 夏季に根洗い後薬剤処理したツバキ苗の生育にミストかん水が及ぼす影響 

1) 処理前の樹高±標準偏差：26.9±4.6cm，幹径±標準偏差：3.9±0.7mm，根洗い後薬剤処理 
2017 年 8 月 18 日に実施，n=10（枯死株数は n=20） 

2) 枯死株数，樹高，幹径，新梢数および新梢長は 2018 年 6 月 17 日（処理後 303 日），根張り程
度は 2017 年 11 月 11 日，2018 年 6 月 18 日（処理後 85 日， 304 日）に調査 

3) 成長量は 2017 年 8 月 14 日から 2018 年 6 月 17 日までの増加量 
4) 枯死株数は Fisher の正確確率検定，根張り程度は Mann-Whitney の U 検定，成長量，新梢数，

新梢長および総新梢長は t検定により，n.s.は有意差なし 

第１図 夏季に根洗い後薬剤処理したツツジ苗のミストかん水による萎凋症状の改善 

処理 1週後 

手かん水区 ミストかん水区 手かん水区 ミストかん水区 

処理 8週後 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験２ 冬季に根洗い後薬剤処理したツバキおよびツツ 

ジ苗の生育にミストかん水期間が及ぼす影響 

根洗い後薬剤処理したツバキ苗の枯死株の発生にミス

トかん水期間が及ぼす影響を第 3表に示す。枯死株数は

根洗い後薬剤処理した 70 日後の 3 月 2 日の時点で 1 日

区で 4 株， 2 週区と 4 週区で 3 株， 8 週区で 2 株，16

週区と 20 週区で 0 株であったが，処理後 147 日の 5 月

18 日の時点ではいずれの区も枯死株が増加した。枯死し

た株は根洗い後薬剤処理した後，葉の萎凋が少し見られ

る程度で一見健全であったが，ミストかん水終了後に枯

れ，いずれも新根の発生は見られなかった（データ略）。

供試株の半数以上が枯れた区が発生したため，生育調査

は行わなかった。 

根洗い後薬剤処理したツツジ苗の枯死株の発生および

生育にミストかん水期間が及ぼす影響を第 4 表に示す。

ツツジ苗は萎れが発生したが，いずれの区も根洗い後薬

剤処理した 184 日後の 6 月 17 日までに枯死株は発生し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかった。根張り程度は， 8 週区が 3.8 と最も大きく，

次いで 4週区の 3.4，以下 2 週区， 1 日区，16 週区の

順で，20 週区は 1.8 と最も小さかった。 4 週区と 8 週

区は20週区より有意に大きかった。樹高と幹径の成長量

および新梢長は試験区間に有意差はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹高 幹径

（株） 11月 6月 （cm） （mm） （cm）

ミストかん水 2 4.4 5.0 24.4 3.4 13.7

手かん水 11 4.0 5.0 16.4 2.3 10.2

検定4) ** n.s. n.s. * n.s. *

試験区

成長量3)

新梢長
枯死
株数

根張り程度

2018年3月2日

（処理後70日）

１日 2017年12月23日 4 5 （9）

２週 2018年1月5日 3 7 （10）

４週 2018年1月19日 3 9 （12）

８週 2018年2月16日 2 8 （10）

１６週 2018年4月13日 0 7 （7）

２０週 2018年5月11日 0 6 （6）

n.s.

試験区

枯死株数2)

2018年5月18日

（処理後147日）

ミスト
かん水
終了日

検定3) n.s.

第２表 夏季に根洗い後薬剤処理したツツジ苗の生育にミストかん水が及ぼす影響 

1) 処理前の樹高±標準偏差：38.4±5.7cm，幹径±標準偏差：6.9±1.1mm，根洗い後薬剤処理 

は 2017 年 8 月 17 日に実施，n=10（枯死株数は n=20） 

2) 枯死株数，樹高，幹径および新梢長は 2018 年 6 月 17 日（処理後 304 日），根張り程度は 

2017 年 11 月 7 日，2018 年 6 月 18 日（処理後 82日， 305 日），に調査 

3) 成長量は 2017 年 8 月 14 日から 2018 年 6 月 17 日までの増加量 

4) 枯死株数は Fisher の正確確率検定，根張り程度は Mann-Whitney の U検定，成長量および新

梢長は t検定により，**，*は 1％, 5％水準で有意差あり，n.s.は有意差なし 

第３表 冬季に根洗い後薬剤処理したツバキ苗の枯死株

の発生にミストかん水期間が及ぼす影響 

1) 根洗い後薬剤処理は 2017 年 12 月 22 日に実施，n=14 
2) 5 月調査の数値は 3月調査以降の枯死株数 

（）内は累積の枯死株数 
3) 分割表の検定により，n.s.は有意差なし 

第４表 冬季に根洗い後薬剤処理したツツジ苗の枯死

株の発生および生育にミストかん水期間が及

ぼす影響 

樹高 幹径

(cm) (mm) (cm)

１日 0 2.9 ab5) 13.3 0.4 8.0

２週 0 3.1 ab 15.1 0.2 9.7

４週 0 3.4 a 16.0 0.4 9.6

８週 0 3.8 a 14.1 0.6 9.0

１６週 0 2.3 ab 14.4 0.7 8.3

２０週 0 1.8 b 12.8 0.6 8.7

検定4) n.s. n.s. n.s. n.s.

試験区

成長量3)

新梢長根張り
程度

**

枯死
株数

1) 処理前の樹高±標準偏差：30.9±4.1cm，幹径±標準 
偏差：4.7±0.8mm，根洗い後薬剤処理は 2017 年 12 月
15 日に実施，n=12 

2) 枯死株数は 2018 年 5 月 18 日（処理後 154 日），樹高
および幹径は 6 月 17 日（処理後 184 日），根張り程度
は 6 月 23 日（処理後 190 日），新梢長は 6 月 21 日
（処理後 188 日）に調査 

3) 成長量は 2017 年 12 月 15 日～2018 年 6 月 17 日までの 
増加量 

4) 枯死株数は Fisher の正確確率検定，根張り程度は 
Kruskal-Wallis検定，成長量および新梢長は一元配置
分散分析により，**は 1％水準で有意差あり，n.s.は
有意差なし 

5) Steel-Dwass の多重比較により、同列異文字間に 5％ 
水準で有意差あり 



 

 

 

試験３ 根洗い後薬剤処理時期および処理後のミストか 

ん水期間がツバキ苗の生育に及ぼす影響 

根洗い後薬剤処理時期およびミストかん水期間がツバ

キ苗の枯死株および生育不良株の発生に及ぼす影響を第 

5 表に示す。枯死株および生育不良株数はいずれの処理

時期においてもミストかん水期間が長い区で少ない傾向

が認められた。特に， 4 週区と 8週区ではいずれの時期

においても枯死株および生育不良株は 2株以下で，少な

かった。 

根洗い後薬剤処理時期およびミストかん水期間がツバ

キ苗の根張り程度に及ぼす影響を第 6表に示す。根張り

程度は 8 月処理区では 4.4～ 4.6 と大きかったのに対

し，12月処理区では 1.0～ 1.8 と明らかに小さかった。

また，各処理時期においてミストかん水期間の違いによ

る有意差は認められなかった。 

根洗い後薬剤処理時期およびミストかん水期間がツバ

キ苗の新梢伸長量に及ぼす影響を第 7表に示す。新梢伸

長量は処理時期およびミストかん水期間で有意差が認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

められ， 8，10，12 月の順に長い傾向が見られた。ミス

トかん水期間の違いでは，10 月で 8 週区が 10.0cm であ

り， 0週区の 7.1cm および 2 週区の 7.7cm に比べ有意

に長く，12 月処理では  4 週区が 5.9cm で 0 週区の 

3.8cm に比べ有意に長かった。また，処理時期とミスト

かん水期間の交互作用は認められなかった。 

 

考 察 

試験 1 では活発な蒸散が想定される 8 月に根洗い後薬

剤処理を行い，その後のミストかん水の有効性について

検討した。ツバキ苗でのミストかん水処理における枯死

株の発生は手かん水と同等に少なく，生育も同等であっ

た。ミストかん水は蒸散抑制効果が期待され，蒸散の活

発な夏季に効果が高いと思われたが，ツバキ苗にはミス

トかん水の有効性が認められなかった。一方，ツツジ苗

では根洗い後薬剤処理した後に萎凋がみられ，特に手か

ん水した区ではその後半数以上が枯死した。しかし，ミ

ストかん水処理した区では萎凋が回復し，枯死株数を減

少させる効果が認められた。植物の萎凋症状は，葉から

の蒸散による水分損失が根からの吸水よりも多くなり，

水収支が乱れることによって発生する（Kramer 1969）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５表 ツバキ苗における根洗い後薬剤処理時期

およびミストかん水期間が枯死株および

生育不良株の発生に及ぼす影響 

1) 根洗い後薬剤処理は 2018 年 8 月 27 日（ 8 月処理）, 
10 月 17 日（10 月処理）,12 月 17 日（12 月処理）に 
実施，2019 年 6月 21 日に調査，n=20 

2) Cochran-Armitage 検定により，†，**は 10%， 1％ 
水準で有意差あり 

第６表 ツバキ苗における根洗い後薬剤処理時期

およびミストかん水期間が根張り程度に

及ぼす影響 

1) 根洗い後薬剤処理は 2018 年 8 月 27 日（ 8 月処理）, 
10 月 17 日（10 月処理）,12 月 17 日（12 月処理）に
実施（第 7 表同），2019 年 6 月 23 日（処理後 300 日
（ 8 月処理）， 249 日（10 月処理）， 188 日（12 月処
理））に調査，n=10（第 7 表同） 

2) Kruskal-Wallis 検定により，n.s.は有意差なし 

第７表 ツバキ苗における根洗い後薬剤処理時

期およびミストかん水期間が新梢伸長

量に及ぼす影響 

1) 6 月 21 日（処理後 298 日， 247 日， 186 日）に調査 

2) 二元配置分散分析により，***，**，は 0.1%， 1％水準

で有意差あり，n.s.は有意差なし 

3) Tukeyの多重比較検定により、各処理時期の同列異文字

間に 5%水準で有意差あり 

8月 10月 12月

０週 5 6 8

２週 6 5 3

４週 2 2 2

８週 2 2 1

検定2) † † **

試験区
枯死株および生育不良株数

8月 10月 12月

０週 4.5 3.6 1.0

２週 4.4 3.9 1.4

４週 4.6 4.2 1.8

８週 4.6 4.1 1.4

検定2) n.s. n.s. n.s.

根張り程度
試験区

０週 13.2

２週 12.8

４週 13.3

８週 12.8

０週 7.1 b3)

２週 7.7 b

４週 9.1 ab

８週 10.0 a

０週 3.8 b

２週 4.2 ab

４週 5.9 a

８週 5.7 ab

　処理時期（A)

　ミストかん水期間（B)

　交互作用（A×B）

分散分析

処理時期

８月

１０月

１２月

新梢
伸長量

n.s.

**

***

ミスト
かん水期間



 

 

 

また，Zufferey・Smart（2012）はブドウにおいて一部

の根の除去によって葉の萎れの発生を報告している。本

試験においても，両樹種で根洗いによる断根の発生を確

認しており，そのことが萎凋や枯死株の発生につながっ

たと考えられる。さらに，平岡ら（1983）はイネにおい

て，蒸散が大きくなる条件で水分欠乏により枯死する症

状を報告しており，気温が高く，活発になった蒸散が枯

死株の発生に影響したことも考えられる。加えて，ツツ

ジ苗の地上部の生育は手かん水に比べミストかん水のほ

うが樹高の成長量が大きく，新梢長が長くなった。他品

目では新梢長の生育に影響する要因として，根の貯蔵養

分量（松浦ら 2001，徐ら 2008），根量（荒川ら 2014）

や葉の有無（Dunuyaali 1983,古野 1966）などが報告さ

れており，ツツジにおいても同様の可能性が考えられる。 

試験 2 では低温により蒸散の低下が想定される 12 月

にツバキとツツジ苗の根洗い後薬剤処理を行い，その後

の適切なミストかん水期間について検討した。ツバキ苗

について，枯死株は根洗い後薬剤処理した70日後の 3月

調査時においてミストかん水が終了していた 1 日～ 8 週

区では発生がみられたが，ミストかん水を継続していた

16週区と20週区では発生しなかった。しかし，処理 147

日後の 5 月調査時ではいずれの処理区でも枯死株が増加

し，特に 4 週区が最も多かった。ツバキと同じツバキ属

のチャにおける根の成長は，10～12 月に最も盛んで（山

下 1985）， 5℃恒温条件では成長が極めて緩慢になる

（中山ら 1962）。 8 月に処理した試験 1 ではツバキ苗の

根張り程度が 8月から 11 月および 11月から 6 月に増加

したことから，ツバキの根の生育はチャと同様と考えら

れた。試験 2 では根洗い後薬剤処理による根の損傷に加

え，処理直後に厳寒期を迎えたことにより，発根や根の

伸長が十分ではなかったため枯死した可能性があり，こ

のことは枯死株では新根の発生がほとんど見られなかっ

たことと一致する。また，ミストかん水を 5 月 10 日ま

で行った 20 週処理においても，枯死株が約 4 割発生し

た。長谷場（1973）は，植物葉の蒸散が気温の上昇に伴

い気孔が開く限り増加することを明らかにしている。ツ

バキ苗において不十分な根の成長に加え， 3 月以降の気

温上昇による蒸散の増加によって，水収支が乱れ，枯死

に至ったと推察される。 

ツツジ苗について，Yamashita・Okamoto（2008）は，

本試験で供試したツツジ「筑紫紅」の時期別の発根能力

について， 2月が最も高く，次いで 4月，12月であり， 

6～ 8 月が最も低いと報告している。本試験において 12

月に根洗い後薬剤処理を行い，その後，発根能力が高ま

る時期を迎えたことで，ミストかん水の有無に関わらず，

発根が進み，枯死株の発生がなかったと考えられる。ま

た，試験 1 では発根能力の低い 8月に根洗い後薬剤処理

したことが，枯死株の多発した要因の一つと考えられる。

一方で，ツツジ苗の根張り程度はミストかん水期間が 20

週処理において 4週および 8 週処理に比べ小さかった。

高垣・本間（1996）はカナメモチの梅雨時期の挿し木に

おいてミスト処理の有無が発根に及ぼす影響を検討し，

ミスト処理60日の時点では挿し穂の根の乾物重に処理の

有無による差は見られなかったが，90 日以上の長期間処

理で無処理に比べ根の乾物重が少なくなったと報告して

いる。あわせて，断続的なミスト処理は養分の洗い流し

現象が見られ（Good・Tukey 1966），発根および根の伸

長抑制の一因として考えられている。本試験においても，

ミストかん水期間が最も長い20週処理で根張り程度が最

も低かったことから，同様の現象が起きたと考えられる。

試験 1 と試験 2 の結果から，ツツジ苗の根洗い後薬剤処

理時期は12月が適し，処理後のミストかん水期間は 4週

および 8 週で生育が優れると考えられた。 

ツバキ苗では夏季および冬季の根洗い後薬剤処理後に

ミストかん水を行った場合でも枯死株が発生したため，

試験 3 ではツバキ苗の根洗い後薬剤処理時期およびミス

トかん水期間を検討した。枯死株および生育不良株の発

生数は 8 月，10 月および 12 月のいずれの処理時期にお

いてもミストかん水期間が短い区で多く，長い区で少な

かった。ミストかん水による枯死株数は，夏季において

少ない傾向で，また冬季においてもより長い期間のミス

トかん水処理で少なく，試験 3の結果と同様であること

から，ミストかん水は枯死株や生育不良株の発生抑制効

果が期待できる。また，いずれの処理時期においても 4

週または 8 週のミストかん水で枯死株および生育不良株

数が少ない。試験 2 では 12 月処理でミストかん水を 4

週以上行った場合でも半数以上の枯死が発生し，試験 3

の結果と異なる点もあるが，供試株の年数や大きさが若

干異なり，貯蔵養分や気象条件の影響等も今後検討する

必要がある。 

根張り程度は 8 月と 10 月の根洗い後薬剤処理が 12 月

処理に比べて大きく，新梢伸長量は 8，10，12 月の順に

大きく，根洗い後薬剤処理時期による差が明らかであっ

た。前述のチャの報告から，12 月処理は根の成長が不十

分であったと考えられる。また，ミストかん水期間につ

いては，新梢伸長量は 10 月と 12 月の根洗い後薬剤処理

で差が認められ，ミストかん水期間が長い方が長くなる

傾向が見られたが， 8月処理のいずれのミストかん水期

間の新梢伸長量には及ばす，処理時期の影響が大きいと

考えられた。これらのことから，根張り程度および新梢

伸長量からツバキ苗の根洗い後薬剤処理の適期は 8 月で

あり，ミストかん水期間は枯死株および生育不良株数が

少ない傾向にある 4週もしくは 8週が適すると考えられ

る。 

 以上の結果から，根洗い後薬剤処理時期をツバキ苗で

は夏季の 8 月，ツツジ苗では冬季の 12 月に行い，薬剤

処理後，ミストかん水で 4～ 8 週間養生させることによ

り，枯死株や生育不良株の発生および新梢伸長の抑制を

低減させ，品質の優れたツバキおよびツツジ苗をEU向け

に輸出できることが明らかとなった。 
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